
第１０３０号 赤旗読者ニュース （１）

読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２０１５年 ６月１１日

ＮＯ １０３０

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）きずな
井原市議会６月定例会

６ 月 １ ５ 日 に 開 会
一般質問は１９日・２２日・２３日

６月９日、井原市議会議会運営委員会（佐藤委員

長）が開かれ、井原市議会６月定例会の日程を協議

し、６月１５日に開会７月２日までの１８日間とす

ることを決めました。

一般質問は６月１９日・２２日・２３日の３日間

で１０議員が質問することになっています。

一人でも多く議会傍聴においでください。議会日

程は２面右下にあります。以下、質問項目を質問順

にお知らせします。

坊野 公治議員

１．インターネットの取り組みについて

２．耕作放棄地対策について

藤原 浩司議員

１．ふるさと納税等全般について

西村慎次郎議員

１．社会保障・税番号制度の対応状況について

２．「でんちゅうくん」について

荒木 謙二議員

１．井原市消費生活センター開設について

２．元気いばらセールスマン事業について

佐藤 豊議員
>>>

１日目の一般質問

>>>

１．社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の

周知活動について

２．選挙権を１８歳以上に引き下げる公職選挙法の

改正について

３．「元気いばら創生事業」について

河合 謙治議員

１．中山間地域における「小規模高齢化集落」（限

界集落）の対応について

２．下水道の有効利用について

簀戸 利昭議員

１．地域おこし協力隊について

惣台 己吉議員

１．井原市水防計画について

２．障害者施策（雇用対策）について

三宅 文雄議員

１．道路網の整備について

２．通学路の安全対策について

森本 典夫議員

１．子ども医療費の無料化を１８歳まで拡大するこ

とについて

平成２３年度から、子ども医療費の無料化は１５

歳までとなっています。

子育て支援の観点や人口増対策の観点から、無料

化を１８歳までに引き上げてはどうか伺います。

２頁左上へつづく

３日目の一般質問

２日目の一般質問



月　日 曜日 摘　　　　　　要

6月15日 月 開　会　市長の提案説明等

休　　　会

１９日 金
一般質問（坊野、藤原浩司、西村、荒木
の４議員）

休　　　会

２２日 月 一般質問（佐藤、河合、簀戸の３議員）

２３日 火 一般質問（惣台、三宅、森本の３議員）

２４日 水

議案 審議、採決　議案(補正予算　条例
等) 質疑、委員会付託　請願 委員会付
託　井笠地区農業共済事務組合議会
議員の選挙　岡山県後期高齢者医療
広域連合議会議員の選挙
（予算決算委員会）

２５日 木 休　　　会  （建設水道委員会）

２６日 金 休　　　会  （市民福祉委員会）

休　　　会

２９日 月 休　　　会  （総務文教委員会）

休　　　会

２日 木
議案（ 補正予算　条例、請願等）委員
長報告、　　審議、採決
閉　会

２７日～２８日

平成２７年6月市議会定例会日程

１６日～１８日

２０日～２１日

３０日～７月１日

第１０３０号 赤旗読者ニュース （２）

生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください。(月額 日刊紙３,４９７円 日曜版８２３円）

この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://m.okajcp.com）でも見ることができます

１頁右下よりつづく

２．市内すべての幼稚園に専任園長を配置すること

について

現在、２つの幼稚園の園長を兼務している園長が

１名、小学校の校長が園長を兼ねているのが４名と

いう状況です。

２園兼務の園長も幼稚園の園長を兼ねる小学校校

長も、業務を遂行するのがなかなか大変だと推察い

たします。したがって、市内すべての幼稚園に専任

の園長を配置してはどうか伺います。

３．「嫁いらず観音院」や「天神峡」の観光行政の

充実について

井原市の観光地と言えば、「嫁いら

ず観音院」や「天神峡」などが代表的

な観光スポットになっています。

しかし、「嫁いらず観音院」は春と

秋の大祭での観光客（お参り）が減少し

ているのが現状です。市としても観光客増を目指す

なんらかの手だてを打つべきではないでしょうか。

また、「天神峡」は間もなくバイパスが完成し、

１年を通じて最高の観光スポットになります。今か

ら年間を通して観光客が訪れるようにするための施

設整備の充実などを考える時期ではないか伺います。

４．「避難所」の表示看板に外国語を併記すること

について

市内の「避難所」に指定されている場所には、

「避難所」という看板が掲げられています。

先般、隣の福山市神辺町に行ったときに、看板に

「避難所」という意味を表す外国語を併記している

のに気づきました。外国から来られている方々に対

する細かい配慮だと痛感しました。

ことは命にかかわる場合もある「避難所」という

看板ですので、老朽化で更新するときに外国語を併

記することを考えてはどうか伺います。

５．軽度認知障害（ＭＣＩ）のチェック制度の導入

と市民への周知について

最近では認知症も「早期発見、早期治療、早期対

応、早期連携」であると言われるようになりました。

早期発見、早期対応のために、長谷川式簡易知能評

価スケール（チェックシート）でＭＣＩチェックを

することが有効であると言われています。 >>>

>>>

井原市としても、長谷川式簡易知能評価スケール

（チェックシート）を利用し、高齢者等が集まる場

所で実施することを積極的に取り入れてはどうか伺

います。

また、このチェックの有効性を市民に周知するよ

う努めてはどうか伺います。

６．自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の使用方法や心

肺蘇生術の講習を、小・中・高校生を対象に定

期的に行うことについて

現在では多くの方がご存知ですが、突然心臓が正

常に拍動できなくなった心停止状態の心臓に対して、

電気ショックを与え、心臓を正常なリズムに戻すた

めの医療機器が通称ＡＥＤです。

全国では、緊急時に近くにいた児童・生徒がＡＥ

Ｄを操作し、一命を取り留めたという事例もあるよ

うです。

井原市としても定期的に小・中・高校生を対象に、

ＡＥＤの使用方法や心肺蘇生術の講習（教育）を行っ

てはどうか伺います。


